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1　は　じ　め　に

ミョウガは強い日射，強風，乾燥により薫が傷んで枯れ

あがり，収量及び品質が著しく低下する。このため∴第1

報で遮光，防風及び株間引きについて検討し，その効果を

報告した。本報は農試圃場において，遮光の効果の確認と

遮光率の異なる寒冷紗の比較を行い，更に能代市の現地で

遮光と株間引きの組み合せ試験を実施したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験地

l）農試圃場　（灰色低地土）植付3年，同4年

2）能代圃場　（表層多腐植質黒ポク土）　8年

12）試験区の構成

日　蓮光の効果試験

a．無処理

b．自寒冷紗（遮光率16％）

2）遮光資材の種類の比較試験

a．白寒冷紗（遮光率16％）

b．自寒冷紗（遮光率封％）

C．クラクール（遮光率39％）

d．ねずみ色寒冷紗（遮光率60％）

8）株間引きと遮光資材の組み合せ試験

a．無間引き・無遮光

b．間引き（80本／ポ）・自寒冷紗（遮光率16％）

轟2　遮光資材の種類が生育に及ぼす影響

C．無間引き（130本／ポ）・白寒冷紗（遮光率16％）

d．間引き（80本／ポ）・クラクール（遮光率39％）

e．無間引き（130本／扉）・タラクール（遮光率18％）

なお，遮光及び間引き処理は，農試圃場が7月5日，能

代圃場が7月6日の棄冷7～8菓期に実施した。

3　試　験　結　果

（1）遮光の効果試験

第1報（1986年）に引きつづいて，農式の植付4年日の

圃場で，白寒冷紗（遮光率16％）の遮光効果を検討したと

ころ，遷光区が葉枯れの発生が少なかった。表lの収量調

査によると，遮光区が無処理よりも花蕾数で30％増，重量

で60％増であった。重さ別規格割合をみても，遮光区が肥

大の良いL扱く16㌢以上）”M級（11～16ダ）が多く，第1

報（1986年）と同じように遮光の効果が認められた。

12）遮光資材の種類の比較試験

植付3年目の農試圃場で，4種類の遮光率の異なる資材

表1遮光が収量に及ぼす影響

収量 （ポ当たり・9／10～9／28）調査項目 重さ別規格（％）

個 数 （個） 重 量 （F ） 一 個 垂 （タ） L M S

1 7．2 2 10 ．7 12 ．3 2 6 2 6 3 5

2 2．8 3 2 9 ．0 14 ．4 4 3 3 3 17

外

無　処　理

白寒冷紗（16％）

注．農試圃場
重さ別規格
L：16㌢以上　M：11～16F S：8～11㌢

8 月10 日調査

処　理

9月28日調査

草丈 彙数 生草垂（ダ／株） 草丈 棄数 彙枯れ数
（cm） （枚） 糞 茎 計 （印） （枚） （枚）

生尊重（ぎ／株）

葉 茎 計

白　寒　冷　紗（1梢）

白　寒　冷　紗（34％）

ク　ラク　ー　ル（39％）

ネズミ色寒冷紗（60％）

1 2 5 ．2 1 3 ．5 4 3 ．6 1 0 2 ．0 1 4 5 ．6 1 3 2 ．7 2 1 ．6 1 ．6 1 6 1 ．8 1 0 6 ．2

1 2 4 ．0 1 3 ．0 4 4 ．4 1 0 4 ．8 1 4 9 ．2 1 4 7 ．4 2 1 ．6 0 ．8 6 7 2 ．0 1 3 0 ．0

1 1 1 ．6 1 2 ．0 3 5 ．6 7 2 ．0 1 0 7 ．6 1 4 2 ．2 2 0 ．8 0 ．1 2 7 6 ．0 1 2 8 ．0

1 1 0 ．4 1 2 ．4 3 9 ．2 9 2 ．8 1 3 2 ．0 1 3 7 ．0 2 1 ．9 0 ．0 2 7 0 ．0 1 1 0 ．0

168．0

202．0

204．0

180．0

注．農試圃場
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裏3　遮光資材の種類が収量及び品質に及ぼす影響

　　 調 査項 目

処 理

収 量 （ポ当 た り 9′5 ～ 9／28 ） 重 さ 別 規 格 （％） 色 つ き 別 規 格 （％）

個 数 （個 ） 重 量 （タ） 一 個 重 く％） L M S 外 a b C

白　 寒　 冷　 紗 日 6 ％） 66．6 8 14．8 1 2．3 4 1 2 3 2 2 1 4 4 9 2 9 22

自　 寒　 冷　 紗 （34 ％） 66．6 7 8 2．1 1 1．7 3 2 24 2 7 1 7 4 2 4 3 15

ク　 ラ ク　 ー　 ル （39 ％） 55．4 6 12．5 1 1」 33 2 1 2 3 2 3 4 7 3 2 2 1

ネズ ミ色 寒 冷 紗 （60 ％） 39．1 4 8 3．4 1 2．4 3 7 2 7 2 1 1 5 3 8 3 2 3 0

注．農試圃場
色つき別規格　a

b

C

淡紅度80％以上
淡紅度60％以上
淡紅塵60％以下

について比較した。表2の8月上旬の生育調査によると，

いずれの自寒冷紗ともクラクール，ねずみ色寒冷紗よりも

草丈の伸長がよく，生草重も大きかった。生育後期は遮光

率34％の白寒冷紗とタラクール（遮光率39％）が遮光率16

％の白寒冷紗と高い遮光率のねずみ色寒冷紗よりも，草丈，

生草垂が大きかった。彙枯れは遮光率が高かいはど少なか

った。表3の収量をみると，花蕾数では白寒冷紗が多く，

重量では白寒冷紗（遮光率16％）＞白寒冷紗（34％）＞ク

ラクール＞ねずみ色寒冷紗で遮光率が高いほど低収であっ

た。重さ別の規格は区による差は判然としないが，色つき

別の規格では遮光率の高かいねずみ色寒冷紗が他区よりも

C級（淡紅塵60％以下）が多く，色つき具合がやや劣って

いた。

13）株間引きと遮光資材の組み合せ試験

ミョウガは植付3～4年目から茎が込みあうようになる

ので，間引きが必要になる。産地では，この間引きがほと

んど行われず，品質及び収量の低下がみられる。そこで植

蓑4　株間引きと遮光が生育及び収量に及ぼす影響

草

丈

彙

数

葉枯
れ数
（枚）

上 下

位 位

（cm）（枚）彙 葉

調査項目

処　理

収　量

（扉当たり）

個 重

数 呈
（個）（F ）

1 6 3 ．3 1 7 ．5 2 ．5 2 ．7 9 ．7 6 1 ．9

1 6 9 ．4 1 8 ．6 0 ．4 1 ．5 1 5 ．6 1 5 1 ．5

1 7 8 ．4 1 7 ．2 0 ．3 3 ．0 1 4 ．0 9 4 ．3

1 7 6 ．2 1 8 ．2 0 3 ．7 1 2 ．5 1 2 0 ．0

1 8 5 ．5 l fl．5 0 5 ．5 1 5 ．0 7 5 ．1

無間引き，無遜光

間引き・白寒冷紗（1硝）

無間引き・自寒冷紗（1硝）

間引き・クラクール（39％）

無間引き・クラクール（39％）
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注．能代圃場　9月9日調査

ポ当たり立茎数：無間引き130本，間引き80本

秦5　株間引きと避光が品質に及ぼす影響

重さ別規格
（％）

色つき別規格
（％）

L M S 外 a b

0 7 3 5 5 8 1 0 4 4

1 3 2 5 4 5 1 7 2 2 5 4

2 2 2 3 9 3 7 7 4 2

9 2 7 4 2 2 2 1 9 6 0

0 2 1 2 8 6 2 9 4 1

処　理

無間引き・無遮光

間引き・白寒冷紗06％）

無間引き・白寒冷紗06％）

間引き・クラクール09％）

無間引き・クラクール09％）
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注．能代圃場　9月9日調査
規格は表1，表3に準ずる。

付8年目の能代の現地圃場でポ当たり80本の株間引きと無

間引き∴更に2種類の遮光資材の組み合せの比較を行った。

表　の9月9日の調査によると，無間引きが草丈が長く，

軟弱徒長ぎみで倒伏の程度が大きく，下葉の枯れが多かっ

た。上位葉の彙枯れは遮光区が少なく，クラクールではほ

とんど発生しなかった。収量では，逓光区が無避光区より

も多収であり，間引きでは無間引きよりも60％はど増収し

ていた。遮光資材の比較では，白寒冷紗が花蕾の肥大がよ

く，収量性にすぐれていた。色つき具合では遮光資材によ

る差ははっきりしなかった。

3　ま　　と　　め

川　遮光により彙枯れが抑制され，花蕾の肥大がよく，

収量性にすぐれていた。

（2）遮光資材の種類では，遮光率が高くなるほど薫枯れ

が少ないが，収量性からみるとやや劣るため，遮光資材と

しては遼光率16％の自寒冷紗が適当と思われた。

（3）間引きの関係では，間引きした方が肥大の良いL紋

M級が多く，品質的にすぐれていた。
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